
掲載数 62

管轄 学年 教科等 テーマ 内　容 参考事項（講師・教材等）

1 川崎市 高２ その他
人間の成長と学
び

  「英語会話」の時間に、"Raising Children"と題し、大人になるために必要な学びとは
何か、その中で最も大切なことは何かを出し合い、話し合った。コミュニケーションの
力、人を愛すること、思いやり、耐える力、などが出され、自分たちがどのように育てら
れてきたか、自分はどう育てるかに想いを馳せた。

（株）インタラック、
ハイスクール・レッス
ンプラン　L.8 ”
Raising Children”

2 横須賀市立 高１ その他 「うまれる」

　「家族・地域・社会との共生」の領域である「子どもの発達と保育」の単元において、
乳幼児の心身の発達と生活、親の役割と保育、子どもの育つ環境について学習した。
　ＤＶＤ教材「うまれる」やワークシートを活用して、親自身も子育てや保育を通じて人
間的に成長することや、子どもはこれからの社会を築いていくという視点から、子どもを
生み育てることの意義や、地域の一員として子どもの成長に関わることの意味について考
えることができるように指導した。
　この単元を通していのちの大切さについて考えるきっかけになったと感じる。

必履修科目
「家庭基礎」
教科書・ＤＶＤ教材・
ワークシート使用

3 神奈川県立 高２ その他 人工妊娠中絶

 　若い世代の望まない妊娠と中絶、いのちに対する責任について考える。
 　手術の方法や年間の手術件数などを具体的に学んだ上で、２つの資料を読み、自らの
考えをまとめる。生徒一人ひとりが人工妊娠中絶の現状をしっかりと受け止められるよう
に母体で成長している胎児の様子を画像で示す。

4 神奈川県立 高２ その他 知的障害

　出生前診断をめぐる諸課題について学習した。
　知的障害者の尊厳を考える中で、障害者の生活、それを支える家族や社会福祉の在り方
をこの課題を考える前提として学ぶ。
　障害者の実際の手記に基づく事例学習が中心となる。生徒には手記や出生前診断に対す
る感想を記述してもらうが、今年度は発表や討論は実施できなかった。

福祉科目「介護福祉基
礎」の授業で実施。
本校職員１名が担当。

5 神奈川県立 高１ その他 薬物乱用防止

　横浜税関の方を講師として迎え、薬物に関する知識と恐ろしさを知り、社会的問題とし
てだけではなく自分の身の回りに起こり得る問題であるととらえ、薬物乱用について考え
た。
　薬物というと自分には関係ないという態度が予想されたが、横浜税関の業務内容を聞い
たり、麻薬探知犬によるデモンストレーションを見ることにより、薬物乱用防止について
より身近な問題として学んでいる様子がうかがえた。

未来探索の授業内で実
施
外部講師1名

令和３年度　いのちの授業　事例集（高校）【その他】



6 神奈川県立 高１ その他
人の一生とライ
フステージ

　人間は、ほかの哺乳類に比べると、とても弱い存在としてこの世に生まれてくる。誕生
時には歩くこともしゃべることもできなかった新生児が、乳児期・幼児期・学童期・青年
期・壮年期・高齢期と成長していく。人が生まれてから亡くなるまでの発達段階を学習
し、いのちについて考えを深めた。生徒は自分の歴史を振り返り、これからの生き方を考
えるきっかけとなった。

高等学校
「家庭基礎」教科書

7 神奈川県立 高２ その他 性と生を知る

　思春期に起きやすい様々な問題に対処できる知識を会得し、心身ともに健康に生きるた
めの力を育むための「思春期講座２年版」。「性と生を知って恋力アップ」と題し、産婦
人科医を講師に迎え、高校生が抱える性の問題や、妊娠や避妊、生の尊厳さなどについて
講義していただいた。生徒たちは、その話を真剣に聞いていた。講義終了後のアンケート
なども反応がよく、講演はとても好評であった。

ポートサイド
女性総合クリニック
～ビバリータ～
院長

8 神奈川県立 高１ その他 デートＤＶ

　思春期に起きやすい様々な問題に対処できる知識を会得し、心身ともに健康に生きるた
めの力を育むための「思春期講座１年版」。デートＤＶ予防ワークショップを実施した。
内容は前半はデートＤＶだけでなく、ハラスメント全体の話から始まり、後半はワーク
ショップ形式でデートＤＶのある場面を想定し、その対処方法を考えるものであった。全
体としては生徒に「他人を思いやる気持ちの大切さ」を訴える内容であった。終了後のア
ンケートなども反応がよかった。

ＮＰＯ法人
エンパワメント
かながわの複数のス
タッフの方々

9 神奈川県立 高３ その他 Health Sciences
　感染症拡大の背景やそれに対する対策に関して、英文読解による情報収集した後、グ
ループでのディスカッションや発表を行ってそれぞれに自分の考えを深めた。

講師は本校教諭。
教材は「Prism reading」
（Cambridge）を使用し
た。

10 神奈川県立 高１ その他
情報モラル
「ＳＮＳおける
人権尊重」

　近年ＳＮＳを始めとするインターネットを利用して気軽に情報を発信できるサービスが
提供されており、ほとんどの生徒がＳＮＳを利用している現状をふまえ、ＳＮＳには気軽
に他者と繋がることができるなどのメリットもあるが、その反面、匿名性を利用した悪意
のある書き込みをする・される等のトラブルも多発していることを、実際に起こりうる事
例などを生徒に提示しながら絶対に加害者の側に回ることのないよう指導するとともに、
どのように行動したらそのようなトラブルを回避できるか等を討議させた。

実教出版「情報処理」

11 神奈川県立 高１ その他 平和学習

　必履修科目「コミュニケーション英語Ⅰ」において、ナチスドイツによるユダヤ民族へ
の迫害に関するテキスト読解を通して、悲惨な歴史上の事実に関する知識を習得し理解を
深め、そのようなことを繰り返さないために社会の一員として何をすべきか自身の考えを
述べさせた。

ＩＣＴを活用して情報
の収集・整理・まとめ
に取り組んだ。



12 神奈川県立 高３ その他
生命と性の健康
教育

　看護科３年生を対象に「看護と倫理」の科目で、外部講師による講演会を行った。性に
は、生殖性、快楽性、連帯性の３つの意義があることや、性についての時代による変遷な
どを知ることができた。性の心理テストなどを通して、性行動の決定権に考えることがで
き、生徒はそれぞれの考え方が違うことなどを再認識していた。
また、助産師の仕事の紹介とともに、仕事のやりがいなどについてお聞きし、生徒は将来
の職業についても考える機会となった。

講師は、大学の看護科
の教授で、助産師でも
ある外部講師。
講師の作成によるパ
ワーポイントの図表な
どの資料を使用した。

13 神奈川県立 高２ その他
がんの体験者に
よる講演

　看護科２年生を対象に「看護臨地実習」の科目で、外部講師による講演会を行った。講
師はかつて高校時代に若年性のがんを発症し治療した体験を、具体的な事例を挙げながら
話してくださり、生徒はがん患者の気持ちを知り、周囲の人の関わり方について考えるこ
とができた。前向きな内容で、「がんに対するマイナスのイメージがなくなった」「将
来、看護にいかしていきたい」などの感想が多かった。

講師は、がん患者の会に
所属しているがんの体験
者。
講師作成によるパワーポ
イントの資料とプリント
を使用した。

14 神奈川県立 高１ その他

皇帝ペンギンの
生活を困難にし
ているもの
～地球温暖化が
もたらす害につ
いて～

　南極に暮らす皇帝ペンギンの生活を取り巻く状況を読み、ペンギンの生活が困難になっ
てきている原因の一つにが地球温暖化があることを学んだ。
　地球温暖化によって、我々人間にとってどのような望ましくない現象が起こるのか、ま
た温暖化を引き起こしている人間が、ペンギンを守るために何ができるのか、Chromebook
や個人のスマートフォンを活用し、発表させた。

使用教材
①教科書：『All
Aborad』（東京書籍）
Lesson 7　Living on Ice
②地球温暖化や環境破壊
に関する諸Webサイト

15 神奈川県立 高１ その他
紛争をテーマに
「社会科を学ぶ
とは」

　Web会議システムによる配信を使い、高校１年生対象の社会科の授業オリエンテーショ
ンの場で、「多文化共生社会の実現」と「世界平和の感覚の醸成」の大切さについてルア
ンダの虐殺をテーマに選んで学ぶことを実践試行した。混沌とする世界情勢を鑑み、国際
理解教育を展開する本校では外国語の学習のみならず、教科を超えた複合的国際知識の習
得が求められていることを伝達した。

担当：地理A　古屋
教材：教科書・資料
集・地図帳・教師作成
パワーポイント

16 神奈川県立 高１ その他 情報リテラシー

　「社会と情報」の授業の中で、情報社会におけるSNS上のトラブルの事例から、どのよ
うな経緯で問題が発生し、いのちを自ら捨てる行為に及ぶのかを理解し、そのような悲劇
を生まないために、情報機器やSNSを上手に活用し、いのちの大切をあらためて認識し、
除法化社会を生きる上で、いのちの重さと人権配慮の意識を身に付け、社会の一員として
の望ましい態度を身に付ける。

愛媛県警生活安全課配
信YouTube

17 神奈川県立 高１ その他

カンタータ「土
の歌」を学び、
「いのち」につ
いて考える

　教科書「音楽Ⅰ Tutti」に掲載されている「大地讃頌」を合唱するにあたり、曲が作ら
れた背景を調べたり曲の構成を考え、一人ひとりが指揮することも体験した。 その中
で、「大地讃頌」が収められている組曲カンタータ「土の歌」の全曲についても学習し、
戦争、原爆、自然災害の脅威と自然と人間の共生など作詞者の思いを通して現在を生きる
自分と照らし合わせて、「いのち」について考えた。

音楽Ⅰ  使用教科書：教
育出版 「音楽Ⅰ 改訂版
Tutti」 およびカワイ出
版 混声合唱のためのカン
タータ「土の歌」



18 神奈川県立 高３ その他
Turning a
Desert into a
Green Land

　教材は、医師である中村哲さんの著書をもとに作成したものである。アフガニスタンに
て家族を養うために武器を持つタリバン等の戦士に、武器を捨てさせ、つるはしを持た
せ、用水路を作り大地を緑に変えた。人々の生活は変化し、稼ぐために戦地に行かなくて
も済むようになった。生徒は、一人の人間が信念を持って行動することで、沢山の命を
救ったことを知り、自己の生き方やボランティアのあり方を考えるきっかけとなった。

コミュニケション英語Ⅲ
（桐原書店）

19 神奈川県立 高１ その他
性感染症・エイ
ズ防止

　性感染症の予防法を理解し、思春期の性について話をした。感染の仕組みについて『水
の交換』を例に、実際に代表生徒に水を持たせ検証した。生徒は想定以上の感染状況に驚
いていた。その後、冊子を配布し、自宅等でも関心を寄せられるようにした。この内容を
活かし、家庭科の授業では、性感染症の感染者数の推移や種類、感染した場合の対処など
の授業を行った。また、AIDSの感染者数の推移や現状を読み解きながら、性に関する知識
と理解を深めた。

講師はNPO法人AIDSネット
ワーク横浜。事後に冊子を
配布（『STOP STI!』『#つ
ながるBOOK』）参考資料
（働く細胞（本編、HIV検査
編の冊子、厚労省HP、NHKな
ど）

20 神奈川県立 高複合 その他 防災訓練
　シェイクアウトを実施したのち、学校で震災に遭った場合、学校から自宅までどのよう
に帰宅すれば良いか、近隣にどのような施設があり一時的に身の安全の確保が取れるかを
ワークシートに記入にさせながら防災意識を高めさせた。

高１・２・３年
独自作成ワークシート

21 神奈川県立 高１ その他 性教育講演会

　オンライン形式での講演会(55分)で、生徒は各ＨＲ教室で受講した。
内容は、思春期の性について正しい知識を持ちお互いを大切にすることや望まない妊娠や
性感染症の予防について等を身近な事例を取り上げながら講演していただいた。生徒は、
自分と相手の性のありようなどについて考えることで命の大切さについて考える機会と
なった。

講師
昭和大学教授

22 神奈川県立 高１ その他 喫煙防止講演会

　オンライン形式での講演会(55分)で、生徒は各ＨＲ教室で受講した。
内容は、喫煙による健康被害とタバコをめぐる社会についてを講師の先生の経験談を事例
として紹介しながら講演していただいた。喫煙と依存症への知識と理解を深めることで、
生徒自らと家族や周囲の人の健康と予防への意識を高め、自分を含めあらゆる人の命と向
き合う貴重な機会となった。

講師
原田メンタルクリニッ
ク　院長

23 神奈川県立 高３ その他

LGBTQ講話
「相手も自分も
大切にするコ
ミュニケーショ
ン」

  多様性をテーマに行われた講演は、まず始めに「LGBTQ」という言葉の内容を知る。し
かし講師は「用語を覚えることはあまり重要ではない。知識を得ることも必要だが、何よ
り重要なのは『相手と向き合うこと』である。」と話す。講師自身が、トランスジェン
ダーであり元男性。自身の経験を語りながら、「LGBTQが特別ではない。不自由な人が可
哀想で特別ではない。『普通』というものさしで相手をみてはいけない。」と話し、生徒
たちは相手も自分の大切にするためのコミュケーションを考え学ぶことができた。

一般社団法人JCMA
代表理事



24 神奈川県立 高１ その他 性教育講話

  生徒を体育館に集め、オンラインによる講演を行った。
  テーマとしては、生命の誕生と「性」の在り方についてお話しいただいた。男女の性に
関するクイズを行い、生徒は積極的に取り組んでいた。終盤に自身の助産師時代の中学生
で赤ちゃんを産んでしまったカップルの実際の例を語り、生徒は衝撃を受けていた。生徒
たちは自分たちの快楽を優先させず、責任を持った行動をすること、自分の体を大切にす
ることを考え学ぶことができた。

昭和大学保健医療学部
看護学科及び助産学専
攻科：教授

25 神奈川県立 高２ その他 保育
・出産や人工中絶について
・子どもを育てることについて、体の発達を通して学んだ。

・教科書
・DVD

26 神奈川県立 高複合 その他 安全教育

　工業科実技系科目（工業技術基礎・実習・課題研究）において、年度初めに安全教育を
実施し、けが・事故防止を主体的に考えさせ、年間を通じて実践させた。このことによ
り、周囲への気遣いや、周囲との協働等が必要であることを理解し、広く社会性を養う授
業を展開した。

年度初めのオリエン
テーションで実施して
いる。

27 神奈川県立 高３ その他 企業研究

　授業の一環として、長期間にわたり企業で現場実習を行った。企業の方から、仕事は自
分の生活の糧であると同時に社会に貢献していることや、一人ではいい仕事はできず、皆
で力を合わせて課題に立ち向かっていることなどを教示いただき、各自が倫理観を深め、
社会に出る一助となった。

通年実施、自由選択科
目のため履修者が受講
している。

28 神奈川県立 高３ その他
「いのちと健
康」

　学校設定科目「いのちと健康」において、年間を通して実習や映像を用いて社会生活の
問題点を考察をした。妊婦、出産、子育て、病気、戦争、LGBTQIA、死の疑似体験、SDGS,
食品ロス、アニマルセラピーなどの授業の他に、車椅子体験、アンプティーサッカー体
験、老人体験、見えない体験、救命救急方の体験などを行った。自らの健康だけでなく、
社会の一員としての自覚を育て、他者と協力して健康的に生活する大切さに気付く生徒が
多くいた。

29 神奈川県立 高複合 その他 保健講演会

　「生と性」について、外部講師による講演会を行った。生徒一人一人が自分自身の『か
らだと心』を大切に考え、他の人に対しても思いやりと責任を持った行動ができるように
なることを目的として実施した。性についての具体的な説明や性感染症についての説明な
ど、生徒にとって効果的な講演会となった。

全学年

30 神奈川県立 高複合 その他
災害時帰宅班確
認・避難訓練

　緊急時に集合する帰宅班の確認及び地震が発生したという想定で避難訓練を行った。夜
間の避難経路の確認や地震が起きた場合の対処の仕方を確認した。緊急時において、家族
との連絡の取り方や連絡手段の確保の大切さを指導した。日頃からあまり意識をしていな
い生徒が多いため、時間を取って丁寧に指導できた。

全学年



31 神奈川県立 高１ その他
長井実習場で自
然災害が起きた
らどうする？

　長井実習場の教室で授業中に、震度７の地震が起き、横須賀市が想定する最大津波が５
分後に来ると想定し、まずとるべき行動を考えるとともに、津波から身を守るために大切
な3つのことを確認した。そして、地図をもとに実習場周辺の地形を知り避難に役立てる
情報を書き込み、頼りになる施設や役に立ちそうな施設を整理した。また、危険な箇所を
確認したあと、実際にフィールドに出て避難経路の途中で起こりうるリスクについて議論
した。自分の身の安全が確保できたあとに、自分自身が他者に対してできることについて
真剣に考えていた。

水産海洋基礎（DIG実
習）
担当者作成教材

32 神奈川県立 高２ その他 健康教育講演会

　性教育、思春期の心に対する正しい知識と、妊娠、出産、性感染症、デートDV等への理
解を深め、それに基づき自身で考えて行動できるようになるための講演を行った。
生徒は今回、現在または近い将来の自分に起こりうることと考えて講演を聞くことができ
ていた。

講師は、横浜国立大学
教育学部保健体育専門
の教授

33 神奈川県立 高１ その他

・科学技術の発
達と生命
・生命倫理をめ
ぐる問題

　科学技術の目覚ましい発展とともに展開される、ライフサイエンスやバイオテクノロ
ジーによってこれまで自然の営みとされてきた生命現象を人間の手によって操作できるよ
うになったことを理解させ、同時にそれらの技術によって生死をめぐる生命倫理も従来の
ものから変化したことを考えさせた。

現代社会担当の職員が
同一のワークシートを
使って授業を展開。

34 神奈川県立 高１ その他
SNSをうまく使お
う！

　学校設定科目「共創探究基礎」の「SNSをうまく使おう！」という単元で、SNSのよさと
注意点についてグループで討議しながら考えさせた。まとめの時間で「SNSは使い方次第
で命を奪う可能性もある」ことを改めて認識させた。

高等学校情報科教科書
（『最新情報の科学 新訂
版』実教出版）

35 神奈川県立 高２ その他
「妊娠から出産
まで」

　家庭総合の保育分野を学習する一番最初に扱った。生まれてくる命を健やかに迎えるた
めに、働く女性の保護があることを学び、また、妊娠中に感じることができる「親になる
実感」のチャンスが男女で違うことから、妊娠中の家事分担やお互いの気遣いの必要性に
気づき、良好な夫婦関係を築くことでよい家庭環境に赤ちゃんを迎えることを理解させ
る。

36 神奈川県立 高複合 その他
「性の多様性、
ＬＧＢＴＱにつ
いて学ぶ」

　ＬＧＢＴＱ当事者の方の講演を聞いた。社会で見られるジェンダーの偏りや、ＬＧＢＴ
Ｑに対する偏見について、当事者はどのように感じているのかということについて理解を
深めた。この講演を通じて、どの人も命も大切にするということとともに、自分の命を大
切にする、ということについて考える機会になった。

講師は、当事者の団体の
代表。
全年次が講演を聞いた。
自分の命と、ひとの命に
ついて、改めて考えた。

37 神奈川県立 高複合 その他 防災教育

　防災訓練では非常放送の後、各教室でシェイクアウトをした。その後、担任の指示で
DIG訓練に取り組んだ。今年はコロナウイルス蔓延防止のため、グループで活動するので
はなく、個人で学校周辺のハザードマップを見て危険箇所、避難場所の確認、及び下校時
に災害に遭遇した際の対応の方法を考えさせた。個人の意見をgoogle formで回答した
後、担任から解説をし、学校周辺の地形を理解したうえで、災害時に自分の命を守るため
の行動について理解を深めた。

学校周辺の津波、洪水、
土砂災害の３種類のハ
ザードマップを用いるこ
とで、多面的に学校周辺
の地形を理解し、災害時
にとるべき行動の理解を
深めた。



38 神奈川県立 高１ その他
民主主義のジレ
ンマ

　ナチス・ドイツについて、なぜユダヤ人は虐殺の対象になったかについて取り上げた。
　独裁者の統治方法は、いじめなどにも見られる構造がある。なぜヒトラーが権力を掌握
することができたのかを学ぶことで、いじめの構造を学んだ。その上でユダヤ人虐殺を防
ぐことができたのかを考えさせた。

『わが闘争』
映画『独裁者』

39 神奈川県立 高１ その他 交通安全講習会
　本校の多数の生徒が自転車通学をしていて、通学路には危険な箇所も多い。そうした状
況下で、交通事故の未然防止や命の大切さについて、交通マナーやルールの理解と自転車
の安全な乗車について生徒に理解させる指導を実施した。

三共自動車学校の講師
パワーポイントによる
説明

40 神奈川県立 高１ その他 薬物乱用防止

　藤沢北警察署署員、スクールサポーターをお招きし、薬物依存の恐ろしさ、藤沢市周辺
の実態についての講話を行った。50分間授業の中で前半は高校生の大麻依存、さらに中毒
性のある薬物依存に関する啓発DVDを鑑賞し、後半は署員の方から薬物依存の恐ろしさを
薬物のサンプルや藤沢市内の実態に即しお話頂いた。終了後はGoogle Formを活用し、振
り返りを行った。

講師：藤沢北警察署署員
教材：DVD、パンフレット
（警察庁資料）

41 神奈川県立 高２ その他

沖縄平和学習を
通して戦争や平
和について考え
を深める。

　修学旅行前の事前学習として「Heart of Okinawa」を授業で読み、沖縄戦について学ば
せた。また、修学旅行事後学習として、「沖縄平和学習で学んだことについて説明し、自
分の考えを述べる」というテーマで英作文をし、ライティングテストを実施した。生徒の
作文からは、世界平和や命の大切さについての思いを強くしたという内容が多く見られ
た。

浜島書店
Heart of Okinawa

42 神奈川県立 高１ その他
ブロイラー解体
実習

　孵化から丹精込めて飼育したブロイラー（肉養鶏）をと畜・解体し、試食した。愛情を
注いで飼育したブロイラーを、自らの手でと畜することは辛い経験でもあるが、真剣に命
と向き合い、命の大切さについてそれぞれが深く考えたことがレポートなどからうかがえ
た。人々の命がほかの生物の命によって繋がっていること、農業の果たす役割について理
解が深まった。

保護者や職員にも
授業公開を実施

43 神奈川県立 複合学年 その他 家畜の分娩

　学校で飼育しているウシとブタの分娩に合わせ、分娩管理実習を実施した。家畜は人間
の介助なしに分娩、哺乳することが難しいこと、適切な飼育管理の重要性について理解し
た。休業中には分娩の様子をclassroomで配信した。真剣な眼差しで分娩を見守り、それ
ぞれが命への思いを深めることができた。

１～３年生を対象に、
随時実施

44 神奈川県立 高１ その他
さまざまな差別
問題とその対策

　日本国憲法の平等権に関する授業で扱った。主にマイノリティを形成する人たちに偏
見・差別が向けられ基本的人権が侵されている具体例をその背景と共に生徒に伝えること
ができた。具体的にはＬＧＢＴや部落問題などを紹介し、多様性や共生の価値観の尊重、
そして最終的には命の大切さにも通じるテーマであるということを生徒自らの問題として
考えさせるきっかけとすることができた。

現代社会教科書及び
資料集



45 神奈川県立 高複合 その他 防災教育

　災害発生時の具体的な対応と、自衛隊による被災地支援の実情を学ぶことを目的として
実施した。全校での避難訓練、自衛隊員による講話を行った。火災発生時の避難経路を確
認し、自分の命を守るのは自分自身であることを学んだ。また、自衛隊員の話を「自分た
ちが被災者になったら」という視点で聞き、日頃の備えが大切であることを学んだ。これ
により、防災意識が向上し、日常的に非常時を想定して何を備えておくべきか考える機会
となった。

陸上自衛隊に講師派遣
を依頼。
全学年で実施。

46 神奈川県立 高１ その他
薬物乱用防止講
座

　依存薬物の怖さについて、横浜税関の広報担当者の方による講話を行った。麻薬や覚せ
い剤などの違法薬物や、脱法薬物の症状、日本国内に入ってくる経路などについて学習し
た。薬物常習者になってしまってから抜け出すことが非常に難しいことも学んだ。近年で
は中学生や高校生などの若年層が、大麻をきっかけとして、抜け出せなくなっている現状
がある。法の整備が進んでいない外国の現状などについても学び、薬物の危険性について
理解を深めることができた。

講師は横浜税関広報担
当者。

47 神奈川県立 高３ その他
スポーツ医学
「心肺蘇生」

　３年スポーツ科学科選択授業の「スポーツ医学」の授業で、日本赤十字社の救急法指導
員の短期指導（60分×4回）のベーシックライフサポーター資格取得に伴う、ＡＥＤ・心
臓マッサージの実戦授業。

赤十字救急法講習（11
版）

48 神奈川県立 高３ その他 一次救命処置

　子どもの死因は不慮の事故が上位を占めているが、適切な手当てを素早く行うことによ
り、苦痛の軽減や悪化の防止ができる。本講座では心肺蘇生やＡＥＤを用いた除細動、気
道異物除去等を乳幼児人形を使って習得した。また常に傷病児の観察、協力者との連携等
を等して相手を思いやる優しい心、生命の大切さを学んだ。

＜科目名＞
幼児安全法
＜教材＞
幼児安全法講習（日本赤十
字）
乳幼児の一次救命処置～市
民用～(日本赤十字)

49 神奈川県立 高３ その他 補助犬の理解

　ＮＰＯ法人「働く犬を支援する会」から講師を招き、盲導犬と介助犬の仕事を体験を通
して学んだ。視覚障がい者について講義を受けた後、実際にハーネスを持って盲導犬の誘
導を体験した。アイマスクと白杖の不安定な歩行とは違う、スピード感のある盲導犬の誘
導に感動し、何より人を喜んで支えている補助犬の姿に感銘を受けた。日常生活の中で視
覚障がい者に声をかけることが、事故を未然に防ぎ、共生社会を作る基本であることを学
んだ。

<科目名＞
社会福祉基礎
＜講師＞
ＮＰＯ法人「はたらく犬を
支援する会」
＜教材＞
自主作成教材

50 神奈川県立 高３ その他
「命の大切さに
ついて」

　尾びれを失ったイルカの話を通じて、命の大切さや障碍について学んだ。生徒は興味関
心を持ち、意欲的に学習に取り組んでいた。

講師：厚木商業教諭
科目：コミュニケーショ
ン英語Ⅱ
教科書・ワークシート

51 神奈川県立 高２ その他
沖縄　平和と共
生の心

　英語科の夏休みの課題としてテキストを使用し、平和学習を含めた沖縄についての事前
学習。
　修学旅行において「ひめゆり平和祈念資料館」や「平和祈念公園」での平和学習。

「Heart of OKINAWA」
浜島書店



52 神奈川県立 高１ その他 震災と音楽
　「花は咲く」「群青」など東日本大震災を題材とした楽曲から、震災で命を落とした人
や、安全な生活を奪われた人々の思いについて考え、命の営みのはかなさを知るととも
に、自分や自分の周りのすべての人の命の尊さについて学んだ。

音楽科の教員が担当
し、音楽の教科書や
YouTube等を活用して
実施した。

53 神奈川県立 高複合 その他
防災教育
「地震発生時の
生命の確保」

　自分の身を守るためには数秒の猶予しかないかもしれないという想定をもとに、安全確
保行動1-2-3である「まず低く、頭を守り、動かない」という、「シェイクアウト」を
行った。いままで、地震がきても何もできないという生徒の意識の中に自分の命を守るた
めの方法の一つを提示することができた。

生徒：1～4学年

54 神奈川県立 高複合 その他
防災教育
「地震発生時の
生命の確保」

　本校は夜間定時制であることから、地震によって電源を喪失したことを想定し、廊下や
階段などの照明がない中での避難の難しさについて体験した。困難の中で、自分が持って
いるスマートフォンを照明として利用するなどの工夫をすることでより早く安全に避難で
きることに気づくことができた。
　阪神大震災の時のDVDを教材として、通電火災について本校職員が解説をすることで、
地震時にガスの元栓を閉めることは浸透しているが、電気のブレイカーを切っておくこと
の重要性を生徒に気付かせることができた。

講師：本校職員
生徒：1～4学年
教材：DVD(地震火災)

55 神奈川県立 高１ その他 食育
　科目「農業と環境」で鶏の解体を行った。雛より育て、解体まで行うことにより「命の
大切さ」を学習を通して行った。この授業を通して生命を大切にする心などの育成の強化
を図った。

本校生徒・本校職員

56 神奈川県立 高１ その他 性教育講座

　性に関する知識や性感染症の種類や危険性、同世代の妊娠・中絶など講義をしてくだ
さった。
　性感染する実験も化学反応を用いてしてくださり、生徒が体験できるプログラムも準備
していただいた。
　命を授かることの尊さや望まない妊娠のその後など命の大切さを再認識させられる講義
だった。

57 神奈川県立 高２ その他 人権
　基本的人権を学ぶ中で「死刑執行」について考えさせた。それ以外にも人権を学ぶこと
で自分や他人の人権を尊重すること、人間尊重、生命の尊重についても考えさせた。

実教出版「最新現代社
会　新訂版」

58 神奈川県立 高２ その他 地域防災

　東日本大震災の津波災害について、再現ドラマや被災者の方々の体験談の映像視聴を通
し、災害にあったときにいのちを守るためにどのような行動ができるか班ごとに考えさせ
た。
　また釜石市と石巻市の事例の比較をさせ、自分のいのちだけでなく、周囲の人のいのち
も守るためにどのような行動ができるか班ごとに考えさせ、発表させた。
　加えて、今回取り上げた被害者の方の家族のインタビュー映像の視聴を通し、いのちの
尊さについて班ごとに考えさせ、発表させた。

使用教材
『青少年赤十字防災教
育プログラム』（日本
赤十字社事業局、
2019）
映像リンク



59 神奈川県立 高２ その他
保育分野
「子どもと共に
育つ」

　子育ては、女性(妻)が中心となって行うのではなく、男性(夫)も参加し、夫婦で協力し
て子どものいのちを育んでいくことの大切さを教科書やプリント、映像資料の視聴を通し
て学んだ。特に、子どもの心身の発達や現代の子育て環境の特徴や課題については、成年
年齢の引き下げに伴い、18歳で結婚が可能となることもあり、遠い先の将来のことではな
く、身近なこととして意欲的に学習する生徒もいた。

教科書及び視聴覚教材を
活用した。
東京書籍「家庭総合
自立・共生・創造」
NHK DVD教材「子どもの
成長～新生児から幼児
まで～」

60 神奈川県立 高１ その他 ＳＮＳの利用

　体育館にて学年集会をおこなった。ＳＮＳ上での、誹謗中傷や根拠のない噂話によっ
て、心に傷を負わせてしまったり、自分が傷を負ってしまうことがある。ただ単に面白い
からではなく、思いやる心を持ちながらＳＮＳを利用できるよう、スライドを使い例をあ
げながら伝わりやすい工夫をした。

パワーポイントによる
スライド

61 神奈川県立 高複合 その他

共に生きるとい
うこと
-誰もが安心して
暮らせる地域へ-

　障害者に関する大きな事件を経て、福祉を学ぶ立場、将来を担う立場から共生社会への
理解と現状に関する考えを持つ目的で実施。事件に対して好ましくないという意見は多く
出されたものの、生徒の多くは他人事のように感じていた。「なぜ起きたのか」「二度と
起こさないためには」と考える生徒は少なく、また、障害者の暮らしについても知らない
生徒が大半であった。講義を聞いて、想像を超えた現実があることを知り日常生活への意
識が変わったと答える生徒が増えた。共生社会について他人事ではないことに気づくこと
ができた。

福祉科1～３年が参加。
近隣の青年会議所の協力によ
り、障害者との共生社会に関す
る書籍の作者を講師として招き
実施。
障害者、共生社会について自分
の考えを書き出したり、意見交
換をしたりと事前学習を実施。
当日は具体的なイメージをもっ
て参加することができた。

62 神奈川県立 高３ その他

介護過程の展開
と福祉研究
-自立生活支援
障害者の生活を
考える-

　授業における介護過程では、文章の事例から人物を想像することが多く、具体的なイ
メージや理解をすることが難しい。発問に対しても、自信が無く受け答えがはっきりとで
きなかった。実際の障害者と関わりをもちながら学ぶことで、言動１つひとつに丁寧さや
慎重さを意識しながら緊張感をもって臨んでいた。研究発表の質疑応答では、責任もって
受け答えることができた。

介護過程の対象者は、実際に障
害をもち生活している当事者。
他県の福祉系高校生と共同で研
究発表を実施。
高齢者施設における介護過程の
展開の経験有り。経験からの学
びを活かした実践となった。グ
ループで活動することで、多様
手段や考えをもって活動するこ
とができた。


